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MetaFlour の Log について 
  
MetaFlour では数値データをファイルとして保存することができます。Log ファイル（テキストデ
ータ）またはマイクロソフトエクセルなどの表計算ソフトの表にすることができますので、データ
取得後数値解析が容易に行うことができます。 
数値として保存できるものは、レシオ計算の面積、強度（平均、合計）、レシオなどになります。 

1.TaskToolBarの中の”Cfg Exp”をクリックして下記のWindowを表示します。 

2.”Configure Experiment”の”Avg, Sum, Area, Ratio”の各チェックボックス（”Data Logging”の下）
の中から数値記録を残したいものにチェックマークを付けます。（□をクリックします） 

“OK”をクリックして完了です。 
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3.”Experiment Control Pannel”（ToolTaskBarの Controlをクリックします）内の”Log Data”にチ
ェックマークを付けます。”Measurements”から”Dynamic Data Exchange [DDE]”または”A Text 
File”のいずれかまたは両方にチェックマークを付けます。”OK”で完了です。 
Microsoft Excelなどの表計算ソフトの場合”DDE”、テキスト形式で記載されている Logファイル
の場合”A Text File”になります。 
※ 表計算ソフトが PCにインストールされていない場合は”DDE” は使用できません。 

4. ”Dynamic Data Exchange [DDE]”を選択した場合、”Application ”でご使用の表計算ソフトを選
択します。その後”Sheet Name” ”String Row” ”String Column”を設定します。”OK”で完了です。 
※ 表計算ソフトが PCにインストールされていない場合は”DDE” は使用できません。 

5.”A Text File”を選択した場合、ファイル名を入力します。（拡張子は log） 

6. ”Experiment Control Pannel”の”Acquire”または”Forward”をクリックしますとグラフが表示さ
れてきます。それに伴って表や Logファイルに数値が記録されてきます。 
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7.Event Markを付けた場合も記録されます。また、TaskToolBarの”Log Data”をクリックした場
合も記録されます。 

8.新しいLogを作成する場合、TaskToolBarの”Close”をクリックして新しいExperiment設定(New)
またはデータ（Infファイル）(Open)を読み込んでください。 
 

以 上 
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ご不明な点などがございましたら、下記までご連絡ください。 
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